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概要　新 生 児 仮 死 蘇 生 に 対 す る 保 温 の 影 響 と 薬物 療法 の 効果 を 検討 す る た め に ，妊娠 マ ウ ス を 用 い て 子 宮 へ の

血流 を一定時間遮断す る こ と に よ っ て 仮死 に お ち い らせ た 胎仔 に つ い て ，環 境 温 度 の 差 お よ び 各 種 の 薬 物 の 投

与 に よ b て ，そ の 蘇 生 率 が ど の よ うに 変 る か を み た ．低 温 環 境 で は 蘇 生 率 は 有 意 に 低下 し た ．ま た 血 流 遮断 中

は 低 温 に お き娩 出 後 は 高 温 に お い た もの は，分 娩 の 前 後共 に 高 温 に お い た 対 照群 に く らべ て ，蘇 生率 は 有意 に

高 か つ た ．

　麻酔 剤 お よ び 交感神経遮断剤 の 投与 は 蘇 生 率 を低 下 させ た ．低俸温 お よ び 麻酔 剤 は 低 酸 素状 態 に 対 す る 抵 抗

力 を 強 くす る が ，仮 死 蘇 生 そ の もの に は 不 利 な条 件 と な る と 考 え ら れ た．

　 テ ラ プ チ ク
，

ビ タ カ ソ フ ァ
ーの 投与 が 最 も蘇 生率 を 上 昇 さ せ た．ATP ， ノ ル ア ド レ ナ リ ン も有 意 に 蘇 生 率

を 上 昇 させ た．

　 過 酸 化 水 素 水，チ ト ク n 一
ム C ， エ ホ チ

ー
ル ，ネ オ シ ネ ジ ン ， u ペ リ ソ ， レ ジ ブ ホ ゲ ＝ン ，ガ ソ グ リ オ シ ッ

ド，10％ ブ ド ウ 糖 の 仮死 仔 へ の 投 与 ，
お よ び 20％ ブ ド ウ 糖 ，

5 ％ 重 曹水，チ ト ク ロ ーム C
，

ATP の 母 体 投与

で は 対 照 と 有 意 差 が な か っ た．

　　　　　　　　 1・　は しが き

　新生児仮死 の 予防 と治療 に 万全を期す る こ とは 新生児

死 亡 を 少 くし ，又 児 の 将来 に お け る 各種 の 後障害 を 防止

す るた め に 重要 で ある ．

　仮死児に 対す る保温 の 問題 は ，循環機能を亢 め 呼吸中

枢 の 興 奮 性 を 冗 め る た め に 保温 が 必 要 で あ る とい う従来

の 考 え に 対し て ， 低酸素状態に あ る仮 死 児 を暖め る こ と

は 細胞機能を賦活 し ，酸素需要 を 亢 め る の で 良 い 結果を

ま ね か な い と して 低 温保持 を 唱 え る説 もあつ て ， 更 に 検

討 の 余 地 が あ る ．

　 ま た ，仮死治療 の
一

手段 で あ る 薬物療法 に つ い て も多

数 の 報告 が み られ る が ，そ の 殆 ん どを占め る臨床成績 は

対照 との 比較検討が容易 で ない こ とか らしばしば客観性

に 乏 し い も の とな り，又 薬物療法 は どの 程度 に 行 な うか

とい う点も論議の 多い と こ ろ で ある ．

　私 は新生児仮死蘇生に 対す る保温 の 影響 と薬物療法 の

効果 を 客観的 に 検討す る為 の
一
方法 と し て

， 妊娠 V ウ ス

の 子宮血 流 を遮断 し て 胎仔 を仮死 に お ち い らせ
， 環境温

度 の 差 及 び各種薬物の 投与 に よっ て こ れ らの 仮 死 胎仔 の

蘇 生 率がい か に 変化す るか を 比 較検討 した ．

　　　　　　 IL 　実験材料及 び方法

　オ リニ ン タル 繁殖用固形飼料NMF を 用い て 飼育繁殖

させ た 体重259 以上 の 純系 dd 系成熟雌 マ ウ ス を用 い ，

一
夜成熟雄 マ ウ ス と同居さ せ ， 翌 日を妊娠第 1 目 と し

た ．妊娠第19日 目に 固定開腹 し ， 次 の 実験を行 な つ た ，

　 L 温度差 に よ る 蘇生率 の 変化

　A ）分娩後の 環境温度差

　 （i）子宮切開 に よ り分娩 させ た 胎仔を直 ち に 32〜34

℃ の 保育器 内 に 入 れ て ，
1時間後 に生 死 の 仔数をそれぞ

れ数え た ．

　 （ii）同様 25℃ の 環境温度で 観察 し た ．

　 （iii）同様 20℃ の 環境温度で 観察 した ．

　尚，生死 の 別 は
一

目瞭然 で ，生きて い る仔 は 鮮紅色を

呈 し ，活発 に 四肢躯幹の 運動 と呼吸運動を 行ない ，胸部

は 肺 が 吸 気 に よ つ て 白 く膨張 し て い る の が 透 見で き，時

に は啼声 も発す る の に 対 し，死亡 し た 仔 は 暗赤色 で 自発

運動も全 くな か つ た ．又生死 の 判定を 切開分娩ec　1 時間

後に 行な つ た の は ， 自発呼吸を数回行な っ た が蘇生す る

に は 至 らず に 死 亡 す る仔があ り ，
1時間後に は 生死 の 別

が明 瞭 とな る か らで ある ．妊娠 マ ウ ス は す ぺ て 未産 の
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640− 12 マ ウ ス 胎 仔 に よ る 新 生 児 仮 死 に 対 す る 保温 と薬 物療法 の 検 討 目 産 婦 誌 19卷 7 号

も の を 用 い た ．又胎仔 100匹 の 平均体重 は 妊娠 19日 目

1．2049 ，自然分娩当 日 1．1959 で あつ た の で
， 実験に

は Ll9 以上 の 仔 を 用 い
，
　 Ll9 未満の 仔 は 未熟仔 とし

て 除 外 した ．

　 B ）子 宮血 流遮断後の 環境温度差

　 （i）子宮血 流を 25分間遮断した後に 切 開分娩し，32
〜34℃ の 環境温度で 1時間後 に 生死仔数を そ れ ぞ れ 数 え

た ．

　 （［ii）同様 25℃ で 観察し た ．

　 （iii）同様 20℃ で 観察 し た ．

　尚血流遮断は 両側の 卵巣動静脈及 び子宮動静脈を含む

全て の 血管を妊娠子宮と共 に 子宮頚部 で 絹糸に よ る
一

括

結紮 を行な つ た ，又遮断時間を 25 分間と した の は 対照 の

蘇生率が50％前後に な る よ うに 時間を とつ た た め で あ

る 。血 流遮断中の 温度 の 影響を同
一

に す る た め に 遮断中

は すべ て 32〜34℃ の 環境に お い た ．

　C ）血流遮断中 の 温度差

　 （i） B ） の （1 ）を 対照 と した ．

　 （ii）血 流遮断中 の 25分間 は 胎仔を入れた ま ま子宮を

摘出して 20℃ の 環境 に お き，切開分娩後は 32〜34℃ の 環

境 に お い た ．

　 正．薬物投与実験

　A ）仮死 仔 に 対 す る薬物投 与

　 ［．の B ）， （i）を 対照 と し ，
こ れ と同様 に 25分間血 流

遮断後に 子宮切開で 分娩さぜ た 胎仔に 次 の 薬物を そ れ ぞ

れ 腹腔 内注射 し ，32〜34℃の 環境温度内で 1時間後｝こ生

死 の 仔数を それぞれ数えた ．

　 （i ） ク Pt　一ル プ ロ マ ジ ン （2   ！kg）

　 （ii） テ ラ プ チ ク （s　mg11（g）

　 （i三1） ビ タ カ ン フ ァ
ー

（10  1kg）

　 （iv）　ロ vx ：リ　ン 　（31  ！kg）

　 （v ） レ ジ ブ ホ ゲ ニ ン （ 0．8  1kg）
　 （vi ）エホ チ

ー
ル （10n19！kg）

　 Cvii） ネ オ シ ネ ジ ン （o．4   1kg）

　 （viii ） ノ ル ア ド レ ナ リ ン （o．5ing！kg）

　 （ix） 10％ ブ ドウ糖 （50cclkg）

　 （x ）　3 ％ II203水 （25cc／kg）

　 （xi ） チ トク ロ ー厶 G （30  ノkg）

　 （xii ） A 「r　P （50mg／1｛g）

　 （xiii ） ガ ン グ リオ シ ツ ド （1gfkg ）

　 B ）母体 に対す る 薬物投与

　血 流遮断前に 母 体 の 尾静脈 よ り静注 し ，25分間遮 断 し

た 後 に 切 開 分 娩 さ せ た 仔 数 を 32〜34℃ の 環境温度内で 1

時間後に生死 の 仔数を それぞれ数えた ．

　 （i ）20％ ブ ド ウ 糖，遮断直前 （4　cc ／kg）

　 （ii） 同 ， 遮 断 15分前 （4cc ！kg）

　 （iii） 5 ％重曹水，遮断直前 （4cc ／kg）

　 （iv） チ トク ロ
ー

ム C ，遮断直前 （30  ノkg）

　 （v ） ATP
， 遮断直前 （50mg／kg）

　 （vi ） ペ ソ 1・パ ル ビ タ ール ソーダ ， 遮断 5分前

　　　　 （30   〆kg）

　　　　　　　　 1夏1．　 実験成績

　 1．温度差に よ る 蘇生率 の 比較 （第 1表 及 び 第 1 図 ）

　切 開 分 娩 させ た 胎仔 は 32〜34℃ ，25℃ ，
20℃ の 各環境

温度 で の 蘇生率は ，それぞれ 92．3
，
54．0，0％と低温の

方が は る か に 悪か つ た ．又 酸 素 欠 乏 時 の 低 温 に つ い て も

同様 に 25分閭血 流遮断後の 蘇生率を 比較す る と，32〜34

℃ の 45．5％ に 対 し て25℃ で は22．2％ ，20℃ で は O ％ と明

　　　　　　 第 1 表 　温度別蘇 生 率

　　　　　　　　　　　仔 総数 　蘇 生 数 　蘇 生 率 ％

A ）切 開 分娩 後 環 境 温 度別

34〜32℃

　　25℃
　 　 20℃

2
月
0
ハ
0

5
ρ
D4

B ）25分 間 血 流 遮 断 後環 境 温 度別

　　　34〜32DC　　　　　　　　　90
　 　 　 　 　25℃ 　　　　　　54

　　　　　20℃　　　　　　48

C ）　工血沂匚遮 霪斤中2G°〔】　　　　　50

　　切 開 分 娩 後 　34〜32℃

磁

鰐
」

率
　
％

8
∩
DO

43

120341

　

3

92．354
．e※ ※

　 0※※

45 ．522
．2※※

　 0※※

66．0※

（
※ 　P ＜ O．0δ
※※ P く O・  1）

第 1 図　 温 度 別 蘇 生 率
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　蘇 生 率
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　蘇 生 率
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らか に 低 率で あつ た ．こ れ らは それ ぞ れ 推計学的に 1％

の 危険率で有意 で あつ た ．

　又血 流遮断中20℃ の 低温 に お き ， 切開分娩後は32〜34

℃ の 環境 に お い た もの は ，対照 の 45．5％に 対し 66．0％ と

遮断中低温 の 方が良い 成績を得 た ．こ れ は 5 ％危険率で

有意で あつ た ．

　皿．薬剤投与 に よ る蘇生率 （第2 表 ，第 2 図）

第 2 表　薬剤投与 に よ る 蘇 生 率

投 糧 ！・9 廱 辮 生繍 蟀 ％

松　 永

ー
ー

ー
ー

脚

蘇

生

鼻ー〃

楽

楽

第 2図 　　薬斉ti投 与 に よ る蘇 生率

※

※ 丶．

薬剤名

対　 照

仮

死

仔

腹

腔

内

注

射

H
，
02 水 3 ％25bb

チ ト ク ロー
ム C

ATP

30皿9

弼

エホ チ ール 10〃

ネ オ シ ネ ジ ソ o．4〃

ノ ル ァ ド レ ナ リ ソ 　 0．5 〃

ロベ リ ソ 3〃

ビ タ カ ソ 7 ア
ー　　　10 〃

テ ラ プ チ ク 5〃

レ ジ ブ ホ ゲ ニ ソ 0．8 〃

ク ロ ール プ ロ マ ジ ソ 　 2 グ

ガ ン グ リ ナ シ ッ ド 　ユ000 ！f

10％ ブ ド ゥ 糖 　 　 　 　50cc
20％ ブ ド ウ 糖（15分前）4cc

L・・ ［・・ 45・・

　 5σ　　　24　
．
48曾O

　 　 　 　 　 　 i

　 74　　　 40　　54．0

57　　　　37　　．64．9※
545646534851519350

iftに
　 　 　 　 〃

流 静
遮注 5 ％ 重曹水

塹

農1ATP

（直 前） 4 〃

60605

ユ

4 ！rI　 57

ペ ン トバ ル ビ タ ー
ル 　30mg

チ ト ク ローム C 30〃

50〃

535450

30
一
3431323946301322

55．6
．60．767

．5※
60．381

．2※※

90．2※※

58．813
．9※※

44．O

32　，53．3
34　 　 56．6

27295252552．950
．99

．4※※

46．250
．0

（
※ 　P 〈 O．05
※※ P ＜ O．01）

　 a ）麻酔剤 ，交感神経遮断剤

　ペ ン トバ ル ピ タ ール ソ ーダ母体投与及 び ク ロ ール プ ロ

マ ジ ン 仮死仔投与 で は 蘇生率 は そ れ ぞ れ 9．4％　
， 13．9

％ と対照 の 45．5％ に 比 し て 有意の 低値 を 示 し た （P ＞

0．01）．

　b ）中枢興奮剤

テ ラ プ チ ク 及 び ビ タ カ ン フ ァ
ー

仮死仔投与 で は それぞれ

90．2％ ， 81．2％ と有 意 の 蘇生 率上 昇を 認 め た （P ＜0，01）．

しか し ロ ベ リ ソ で は 60．3％ ，
レ ジ ブ ホ ゲ ニ ン で は 58．8％

で あ り共 に 推計学的有意差は な か つ た ．

　 c ） 交 感神経 興 奮剤

　 ノ ル ア ド レ ナ リ ン 投与に よる蘇生率 は 67．5傷，エ ホ チ
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一ル 及 び ネ オ シ ネ ジ ン 投与 で は それぞれ55．6，60．7％で

あ り，ノ ル ア ドレ ナ リン 投与 群 に の み 有意差 が み られた

（P 〈0．05）．

　d ）代謝環境改善

　10％ ブ ドウ糖仮死仔腹腔内注射 で は蘇生率53．3％ ， 又

20％ ブ ドウ 糖の 血 流遮断前母体投与 で は直前 投 与 で52．ge

％ ， 15分前投与 で 56．6％ で あ り ， 5％重曹水母体投与 で
』

は 50．9％で あつ た ．い ずれ も対照 と有意差 が なか つ た ．

　 e ）そ の 他 の 薬斉li

　仮死仔 に対す る ATP 投与で 蘇生率は64．9％ と有意 の・

上 昇を み た （P ＜0．05）．しか し チ ト ク ロ
ー

ム C ， 過酸化

水素水 ，
ガ ン グ リオ シ ッ ドで は それ ぞ れ 54．0， 48．0 ，

44．0％ で 有意差がなか つ た ．又母体 に 対す る ATP 及 び
’

チ トク ロ ーム C 投与 で は 50．0
，
46．0％ で こ れ も有意差 が

認 め られなか っ た．

　　　　　　　　 1V． 考　　按

　 a ）温度の影響

　 こ の 実験 で 用 い た マ ウ ス 新生仔 は 環境温度が低 い ほ ど
．

蘇生率が悪 く，20℃ で は全部死亡 して い る ．こ れ は
ー
マ ウ

ス がもつ とも未熟な状態 で 出生す る種類 の 動物 で あ つ

て ，未熟なもの ほ ど体温調節力 に 欠け ， 保温が蘇 生 に 不 ・

可 欠 で あ る こ とを 意味 す る ．Himwich1 ）

は 体温調節 ，脳

の 酵素活性 ，行動発達 の 面 か ら出生時 の 各動物 の 中枢神

経 の 成熟度 の 順 は ，
モ ル モ ッ ト〉人〉猿〉兎〉 ラ ッ ト

，

犬 ，猫 の 順 で あろ うと述 べ て い る ．人新 生 児 も体温調節

力は 不 十分であり ， 又 未熟児 の 場合 は 殊に 保温が大切 で

あ る と考 えられ る．し か しなが ら
一

方 ，低酸素状態 の 下

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

642− 14 マ ウ ス 胎仔 に よ る 新生 児 仮死 に 対 す る 保 温 と薬 物療 法 の 検 討 日 産 婦 誌 19卷 7 号

で は 細胞活性を 低 下 させ 酸素需要を少 くす る為 に 低体温

が有利 で あ る こ とか ら，近年外科領域 で は 低体温麻酔が

一
般化 し て きて い る．こ の 点に 関 して 小山 田

2〕
は成犬を

用 い て 心 血流 を 遮断し た 場合の 各臓器 ，殊 に 脳 の 病理

組 織学的変化 は ，低体温 に お い て は 常温 の もの に くらべ

て は る か に 軽微で あ る と報告 し て い る．新生児 に つ い て

は ，Miller3） が各 種新 生 動 物 を 用 い て 酸素遮断 に よ る 生

存時間をみ る実験を行ない
， 低体温 に す るほ ど生存時間

が 延長す る こ と か ら，低 体温 は 新生児仮死の 際 に もその

生存時間 を 延 長 す る だ けで なく死 亡 率 を 減 らす の に 有効

で あ ろ うと述べ て い る ．こ れ に 対 し H ，Abramsen 編 の

Resuscitation　of 　 the 　newborn 　infant4） に は ，　Miller の

述 べ る低 体温 が 人 の 新生児仮死 に有効か ど うか は，まだ

十 分な対照をもっ た 報告がな い こ とを 指摘 し，さらに 出

生 直後 の 新生児肺循環の 礁立 に は あ る レ ベ ル の 血 圧 が 必

要 であ るが ， 新生児 の 体温を下げ る と血 圧 も下降す る こ

とか ら低体温が肺循環 の 確立 に は不 利とな る こ とを 強調

して い る．Holland5 〕
は 仮死児は 著 しい 低 血圧 を 示 す と

述 べ
， JaykkaS） は 新生 児が第 1呼 吸 を 営む と共 に 肺胞

臆 次第 に 含気性 とな る が ，こ の 肺胞 の 拡張に は 肺胞血 管

の 勃起拡張 が 必 要 だ とい つ て い る．

　著者の 実験成績で は無処 置切開分娩群 に お い て も，血

流遮断後切開分娩群 に お い て も，い ずれ も低温 で は蘇 生

率 が 悪 く，20 ℃ で は 全 部死亡 し て い る ．一方 ， 血 流遮断

中 の み 20℃の 低温 に お き分娩後 は 32〜34℃ の 高温 と した

群 は ，分娩 の 前後共高温 に 保つ た 対照 群 に く らべ て 明 ら

か に 蘇生率 が 良 い ．

　 こ の こ とは ，低体温 の 影響 に 関 して は ，仮死新生児を

蘇 生 させ る場合 と，既 に 肺循環 の 確立 し た 動物を 低酸素

状態に お く場合 とは 全 く逆の 関係 で あ つ て ，
こ の 両 者は

区別 して考え るべ きで あ る こ とを示唆 して い る．即 ち 低

体温 は 低 酸素状態 に 対す る抵抗力を強め ， 酸素欠乏 に 長

く耐え る為 に は 有利 で あ るが ， 仮死児が呼吸 を 開始 し ，

肺循環を確立す る為 に は 不 利 な条件と な る 、仮 死蘇生 に

は 保温が 良い 結果 を もた ら し ， 殊 に 未熟な状態で 生れ る

児 に とつ て は 不可欠 の 要素である と考え られ る ．

　 b ）．麻酔剤及び 交感神経遮断剤 の 影響

　麻酔剤 の ほ とん どは 母 体投与 の 際 に 胎児 に 移行 し得 る

が ，こ れ も低体温 と同 様 に 胎児組織 の 物質代謝を 低下 さ

せ る作用が あ る ．交 感神経遮断剤 も同様で ある ．

　 Harer7）
は 無痛分 娩 の 目的 で 母 体 に ク ロ ール プ ロ マ ジ

ソ 50  を 用い た 場 合 ，児 は 対照児に 比 し て 速 か に 正 常呼

吸 を 開始 す る 例 が 多 く，仮死 の た め に 酸素を 用 い た 例 も

少なか つ た と報告 し て い る．Miller ：｝
は 新 生 モ ル モ ッ ト

の 酸素遮断実験で ペ ン トバ ル ビ Pt　一ル ソ ーダ を 注射 し た

群が生 存時間 が延 長 す る こ とを 認め て い る ．又G 。 odlinE ｝

は ペ ン トバ ル ビ タ ール 静注麻酔を行なつ た 後 に妊娠家兎

を 殺 して 低 酸素状態に お ちい らせ た 胎仔 の 蘇生 器内で の

蘇生 率は 対照 に くらべ て 有意 に 高か つ た こ とか ら ， 母体

に ペ ン トパ ル ピ タ
ール 麻酔 を 行 な うこ とは 胎児 ア ノ キ シ

ア に 対す る防禦法 とし て有効 で あ る と述べ て い る ．

　著者の 実験 で は ペ ン トバ ル ビ タ ール ，ク ロ ール プ 卩 マ

ジ ン 共 に 蘇生率を 低下 させ た ．前述 の Good ］in の 報告

で も蘇生器に 入 れ る 前に 自然呼吸 を 開始 し た 仔数 は 麻酔

群 の 方 が は るか に 少なか つ た と して い る ，即 ち仮死 蘇生

に 対す る 麻酔剤 の 影響は 先 に述 べ た 低体温 の 場合 と同様

で あっ て ，低酸素状態が持続 して い る間は 麻酔剤奉胎児

に作用 し て代謝を 低下 させ ， 蘇生 さ せ る 時期 に は そ の 影

響 を 除去 し得れ ば良い 結果が 得 られ る が ，も し蘇 生 の 際

に そ の 影響が 胎仔に 強 く残 つ て お り，それ を 十分に 除去

す る 方法が なければ ，低体温 と同様仮 死蘇生 に は悪い 結

果 を もた らす もの と考 え られ る ．従 つ て 麻酔剤 を 仮 死予

防或 い は 胎児 ア ノ キ シ ア に 対す る防禦法 と して 臨床上実

際 に用 い るに は非常な 困難を 伴な う もの で あ り，む し ろ

麻酔分娩時 の 仮 死 児の 予 後 に 関係 す る 問題 と し て 今後更

に 検討 が 必要で あろ う．

　 c ）中枢 興奮剤に つ い て

　 テ ラ プチ ク ， ビ タ カ ソ フ
ァ
ー

が非常 に 良い 結果 を 得

た ．新生児仮死 に対す る薬物療法 と し て は 呼吸中枢 ，血

管運動中枢刺激作用 の 強い もの が 最 も有効 で あ る と思 わ

れ る．尚 ，
テ ラ プ チ ク は マ ウ ス 皮下注射 LD

、D　 135n馴kg

で中毒量 と薬物量 の 巾が 広 く安心 して 使用 し得る とい わ

れて い る が，著者 の 実験で は マ ウ ス 仮 死 仔 に 対 して 20

  1  腹腔注 で 67匹全 部死亡 して お り，5   1kg（1cc／3
kg） で 良い 結果 を 得た ．仮死児に 対す る大量投与 は危険

で あ る と考え られ る ．人新生児で は 室 岡 9）

もテ ラ プ チ ク

過 剩 投 5 に よ る け い れん は 児 の 状態 を か え つ て 悪 くす る

の で 0，5〜 lcc に 止め る の が 良い と述 べ て い る．

　 レ ジ ブ ホ ゲ ニ ソ は 近年本邦 で 開発 され た 強心 昇圧 呼 吸

興 奮 剤 で 呼吸 中枢 に は 直接作用す る とい われ る ．木下
1°）

等 は 仮 死 児に 対 し臍 帯静脈 よ り注 射 した と こ ろ，Apgar

指数
t’）別 の 平均回 復時間が 短縮され92．5％ に 有効 で あっ

た と報告 して い る ．著者 は 仮死 仔腹腔内注射を した が 蘇

生率 に 有意 の 上 昇 は 認 め られ なか つ た ．
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　 ロ ベ リン は 頚動脈球 の 化学受容体に 促進作用を もつ 反

射性刺激剤で あ り，そ の 作用 も甚だ不 定 で 持続時間 も短

く時 に は 危険な副作用を伴な うこ とがあ る の で ，多 くの

場合他 の 中枢興奮剤 に 劣る とい う
12 ⊃跏 4）．著者 の 実験で

も有意の効果は な か つ た ．

　 d ）交感神経興奮剤に っ い て

　 エ ホ チ ール ，ノ ル ア ド レ ナ リ ン ，ネ オ シ ネ ジ ン は い ず

れ もア ドレ ナ リ ソ に 関連す る物質 で そ の 作用 もア ドレ ナ

リ ソ に 類似 して い る．蛎崎
L5 ）

等 は エ ホ チ
ール を新生児仮

死 に用 い て臨床上効果を認め た と報告し ，
エ ホ チ

ール は

仮死 の 呼 吸麻痺を直接刺激す る とい うよ りは 心機能を 活

発 に し循環 血 量 を 増 加 させ る とい う意味 で 推奨 さ れ る と

い つ て い る ．著者 の 成績 で は 三 者共蘇生率 を 上 昇 させ た

が ，推計学的 に 有意差を認 め た の は ノ ル ア ドレ ナ リン だ

け で あつ た ．

　 e ）代謝環境改善に つ い て

　 rt田 等
is〕

は 仮 死 児 で 著 明 な ア チ ド
ー

ジ ス の 亢 進 と血 糖

値 の 低下 を認 め て い る．Himwich1 η
等 は イ ン シ ュ リ ソ

投与に よ リア ノ キ シ ア 後の 胎児 の 生存時間が 短縮す る と

述 べ ，Stafford18｝ 等 は 逆 に ブ ドウ糖投与 で 延長す る こ と

を 認 め て い る ．更 に Daweslg ｝2°）

等は ブ ドウ糖 と炭酸 ソ

ーダ の 投与 が ア ノ キ シ ア 後 の 血液pHの 低下を防止 し生存

時間 を延長 で きる と報告 し て い る ．小林
2’）等も分娩直前

に 高張 ブ ドウ糖を母体 に 投与す る と児の 皮膚色心 拍な ど

の 点 で 有効で あ る と述 べ て い る．

　著者の 実験で は高張 ブ ド ウ糖及び 重炭酸 ソ ーダ の 投与

で いずれ も有意 の 効果を み なか つ た ．仮 死 児 の 代謝環境

を改善す る こ とは 重要 で あ る が ，それ単独 で は こ の 実験

法 の よ うな仮死蘇生率を上昇させ るに は 至 らない もの と

考え られ る ．

　 f）そ の 他 の 薬剤に っ い て

　 ガ ン グ リオ シ ッ ドは 脊推動物脳灰白質 に 含まれ る糖脂

質で NANA （N −acetyl 　neuramic 　acid ） の 存在が特徴

的 で あ る ．Lowden2z ）
等 は こ の 物質は 脳組織の 興奮状態

を保持す る の に 関係が あ り，脳 の ア ノ キ シ ア 又 は ヒ ポ キ

シ ア の 状態で は その NANA 含有量 が 著 明 に 減 少 す る と

報 告 して い る ．著者 は 牛脳 よ り抽出 した ガ ン グ リオ シ
ッ

ドを 用 い た が 蘇生率 に 上昇 は み られ なか つ た ．

　Mi11er3〕 は 新生 モ ル モ
ッ トの 腹 腔 内 に ATP ，過酸化

水素をそれぞれ 注射 した と こ ろ ， 対照 に 比 して 酸素遮断

中 の 生 存時間が 共 に 延長 し た と報告して い る ．著者 も

ATP と過酸化水素 1，C っ い て ，仮死 マ ウ ス 仔 に 体重当 り

同量 の 投与を行なつ た が ， ATP で は有意に 蘇生率が 上

昇 した が，過酸化水素 で は有意差が な か つ た ．尚過酸化

水素 で は 死 亡 し た 仔 が例 外 な く腹 部 が 著明 に 膨 満 し た ま

ま で ある こ とか ら ， 仮死児に 対す る過酸化水素腹腔内注

射法は腹部膨満 に よつ て 胸部 が 圧迫 さ れ る 欠点 が あ り，

又 Miller も述 べ て い る ご と く時 に 血管 ガ ス 栓塞 の 危険

が あ る の で 臨床 に 利用 し得るとは 考え られな い ．

　　　　　　　　　V ・結　　論

　新生児仮死蘇生に つ い て保温 の影響と薬物療法の 効果

を客観的 に 検討す る一方法と して ， 妊娠 マ ウス の 子宮血

流遮断に よ つ て仮 死 に お ち い らせ た マ ウス 胎仔を用 い

て ， 環境温度差及び各種の 薬物投与に よつ て そ の蘇生率

がどの よ うに 変るか を み る実験を 行 な い ，次 の 成績を

得た ．

　 1） 低温環境 で は 蘇生率が 悪 く，20℃で は 全部死亡 し

た ．又血流遮断中 の み 低温と し分 娩後 は 高温 と した もの

で は ，分娩 の 前後共高温 に お い た対照 に くらべ て蘇生率

が有意 に 高か つ た ．即 ち 仮死 蘇生 に は 保温が 必要 で あ

り，低体温 は ア ノ キ シ ア に 対す る 抵 抗力を 強 くす る が
，

仮 死蘇生 そ の もの に は 不利で あ る と考え られた ．

　2） ペ ン トバ ル ビ タール ，ク P 一
ル プ pv ジ ン の 投 与

は 蘇 生 率 を著 明に 低下 させ た （P ＜ 0．Ol）麻 酔剤の 使用

は 低体温 と同様 ， 仮死児を蘇生 さ せ る時期 に そ の 作用が

減弱消失 し て い る か ，或 い は そ の 影 響を 除 去 し得 る蘇生

法 が な ければ ， 胎児ア ノ キ シ ア の 防禦手段 とは な らない

と考え られ た ．

　3） テ ラ プ チ ク ，ピ タ カ ン フ
ァ
ーが最も蘇生率を上昇

させ た （P 〈0、01）．仮 死児に 対す る薬物療法 とし て は ，

こ れ らの 速効性 で 強 い 中枢刺激作用をもつ 薬剤が最も有

効 で あつ た ．

　4） ATP ，
ノ ル ア ドレ ナ リン も蘇生率を上昇 させ た

（P く 0．05）。

　5） 過酸化水素 ．チ ト ク ロ
ーム C ， L ＊ チ

ー
ル ，ネ オ

シ ネ ジ ソ ，P ベ リ ン
，

レ ジ ブ ホ ゲ ＝ ン
，

ガ ン グ リオ シ ッ

ド，109iブ ドウ糖 の 投与 で は 対照 と有意差 が な か っ た ．

　6） 20％ ブ ドウ糖，5％重曹 ，
チ トク ロ

ーム C ，ATP

の 母 体投与 で も有意差 が な か つ た ．

　稿 を 終 る に あ た り，御 懇 篤 な 御 指 導 と御佼閲 を 賜 わ つ

た 九 嶋 勝 司 教 授，安達 寿 夫講 師 に 深 く謝 意 を 表 し ま す．

　本研究 の
一

部 は 昭 和40年度 厚 生 省 医療 研究助 成 金 に よ

る も の で あ る．
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